
令和２年度幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業 成果報告書 
団体名：国立大学法人福井大学  

１．事業の実績 

（１）事業目的 

   福井県内の幼稚園では、短期大学卒業後に幼稚園教諭になり、そのまま長年勤務し

ている者(２種免許状取得者)が多く、幼稚園教諭としての最新の教育情勢把握ができ

ていない場合がある。そのため、幼稚園教諭としての知識･技能はもとより、幼稚園教

諭としての資質･能力の向上を図る必要がある。さらに、勤続年数の長い幼稚園教諭

に関しては、２種免許状取得者であっても、園内リーダーとしての新たな役割を期待

されている幼稚園の運営実態がある。そこで、本認定講習では、福井大学と福井県教

育委員会及び福井大学教育学部附属幼稚園の連携の下、福井県の幼児教育の振興計画

の一翼を担い、1 種免許状の取得のための講習を開く。その中で、講習参加教諭が幼

稚園内における若手教員を組織し｢学び合う専門職コミュニティ｣を各園内に構築す

るような資質･能力の向上を目指した実践的かつ、処遇改善加算・教員免許状更新講

習及びその他研修とコラボレーションしながら、効率的な講習を目指し実施する。 

 

 

（２）事業概要 

   本認定講習は幼稚園教諭として 12 年以上の勤務経験を有する者が１年間で１種免

許状へ上進できるよう、免許法施行規則に定める科目区分を考慮した適切な 10 単位

の講習（5,100 円/１単位）を開設する。しかし、本年度は新型コロナウイルス感染症

拡大の影響を受け、３つ講習を中止した。 

  〇【表現領域(音楽）スキルアップ講座（ピアノ・歌唱の講義と実践演習、音楽表現力の

向上）】（１単位） 

日程：8/1(土)2(日)  申込人数：６名 受講者数：６名（認定こども園私立４名、

幼稚園私立２名） 

〇【幼児の育ちを支え広げる「学びの地図」としての役割と保育実践における視座】（１

単位） 

日程：8/22(土)23(日) 申込人数：８名 受講者数：８名（認定こども園私立２名、

幼稚園公立１名私立５名） 

〇【幼児期の心理的発達の検討】（１単位） 

日程：9/3(木)4(金)5(土) 申込人数：３名 受講者数：３名（認定こども園私立２

名、幼稚園公立１名） 

〇【気がかりな幼児の理解と長期的な保育実践の検討】（１単位） 

日程：9/12(土)12/5(土) 申込人数：５名 受講者数：５名（幼稚園私立５名） 

〇幼児期の造形表現（１単位） 



日程：9/26(土)27(日) 申込人数：６名 受講者数：６名（認定こども園私立１名、

幼稚園私立５名） 

〇【教育課程の編成と保育】（１単位） 

日程：10/10(土)24(土) 申込人数：５名 受講者数：５名（幼稚園公立１名私立４

名） 

〇【教育相談-未就学児とその保護者へのカウンセリング的な支援の在り方についてー】（１単位） 

日程：11/14(土)15(日) 申込人数：６名 受講者数：６名（認定こども園私立１名、

幼稚園公立１名私立４名） 

計 39名受講（実人数 12名） 

 

（３）成果（事業の実績の説明） 

①本事業を活用して開設した講習について 

福井大学は本事業を活用し、幼稚園教諭免許法認定講習を開設した。全 10講習（領

域に関する専門的事項２単位、教育の基礎的理解に関する科目等８単位 計 10単位）

を設け、幼稚園教諭としての勤務経験が 12 年以上の受講生が最短１年間で上進が可

能となるよう認定講習を設計した。しかし、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を

受け、３講習を中止し、福井県外からの受講生が参加する２講習については対面式・

オンライン同時開講の措置をとった。また、３密を避けるため各講習につき受講定員

数も５～10 名へと削減した。 

②受講者数について及び③単位修得者数について 

７つの講習を開催し、のべ 39 名が受講し全受講生が単位を修得した（各講習の受

講生の内訳は事業概要の通り）。昨年は、のべ 45 名が本学の幼稚園教諭免許法認定

講習を受講しており６名減少したが、これは受講定員の削減等の新型コロナウイルス

感染症拡大の影響と考察している。 

④本事業を活用して幼稚園教諭等一種免許状に上進した教員数について 

 令和元年度からの本学の幼稚園教諭免許法認定講習を受講した者のうち、１種免許

状に上進した者は７名となった（本学の講習のみの受講による上進３名、本学の講習

を一部受講し放送大学等の他大学の単位と合わせた上進４名）。 

⑤その他 

 オンライン講習は、遠方在住者はもちろん多くの受講生から受講しやすさの点につ

いて好評だった。一方、対面式講習は、他園の受講生との情報交換のしやすさが好評

であり、前者後者ともに受講生のニーズがあることが確認できた。 

 

（４）今後の課題・展望 

本学は幼稚園教諭免許法認定講習等推進事業の趣旨にあるように、継続的な講習

の運営を目指している。しかし、昨年度と今年度ともに委託事業費がなければ赤字運



営となり、同様の運営体制では継続的な講習の開設は困難である。そこで、今後は計

画的に開設講習の削減を行い、講習運営に係る支出を抑えることを予定している。 

幼稚園教諭として12年以上の勤務経験を有する幼稚園教諭２種免許状保有者が１

種免許状へ上進するにあたり、「領域に関する専門的事項に関する科目」１単位、「教

育の基礎的理解に関する科目等」７単位、「大学が独自に設定する科目」２単位が必

要となる。このうち「教育の基礎的理解に関する科目等」は放送大学において毎年十

分な免許法通信認定講習が開設されている一方、「領域に関する専門的事項に関する

科目」は全く開設されていない。そこで、次年度は「領域に関する専門的事項に関す

る科目」を中心とした講習を計画し、「教育の基礎的理解に関する科目等」を豊富に

開設する放送大学と連携して、上進に必要なすべての単位を修得する機会を提供し

ていく。 

また、福井県幼児教育支援センターが実施する「園内リーダー研修（管理職研修）」

など教育職員免許法に定められる科目区分に該当しない研修等については、「大学が

独自に設定する科目」として本講習と連携して実施できるよう調整を進める。 

ところで、平成 31年度に初めて幼稚園教諭免許法認定講習の開設を企画した際、

非常に多くの就学前教育に携わる方から問い合わせがあった。特に、長年保育士に携

わり、勤務園が認定子ども園となったことを機に、幼稚園教諭２種免許状を上進した

いという要望があった。しかし上進の際は、保育士の勤務経験はカウントできないた

め、受講を断念したケースが多く見られた。認定こども園が設置された経緯や、幼稚

園教育要領や保育指針の改訂経緯を踏まえ、保育士経験をカウントできるように是

非とも検討いただきたい。保育に携わる方が資質・能力を向上させる研修を受講でき

ることは、認定こども園の今後の発展に寄与すると考える。 

 

 

   本講習の今後の計画 

 


